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2017年4月14日

りそな ブラジル・ソブリン・ファンド（年2回決算型）

ブラジルの政策金利引き下げと金融市場見通しについて

お伝えしたいポイント

• 利下げ幅を拡大し景気支援

• 金融緩和は継続、債券市場は上昇基調

• 構造改革期待がレアルを下支え

ブラジル中央銀行は4月12日（現地）、政策金利を

1.00％ポイント引き下げ、11.25％とすることを決定しまし

た。利下げの決定は全会一致で行われました。2016年

10月以来の実施分を合わせると、利下げ幅は合計

3.00％ポイントとなりました。

内需を中心に経済成長が低調な中、インフレ率が中

央銀行のインフレ目標の範囲内に収まり、物価の沈静

が顕著になってきたことが、景気回復を促す大幅な利

下げを続けている背景です。

＜利下げ幅を拡大し景気支援＞

政策金利とインフレ率の推移
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中央銀行は、今後の会合でも利下げを継続する可能

性を示唆しています。また、前回同様、インフレ期待の

動向、グローバルな経済情勢や財政改革の進展を見

極める考えも示しています。市場では、政策金利は年

末に8.5%になると見込まれ、2018年も同水準で据え置

かれると見られています。

インフレ率が抑制されている限りは、市場予想通り8%

台まで着々と利下げを実施していくと思われ、債券市場

は政策金利の引き下げに連れて金利は低下（債券価

格は上昇）すると予想しています。

＜金融緩和は継続、債券市場は上昇基調＞

国債金利の推移
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※1ページ目の「当資料のお取り扱いにおけるご注意」をよくお読みください。

今回の1.00％ポイントの利下げは、大方の市場予想

通りの結果となりました。市場の注目材料としては、引き

続き年金改革を含む構造改革となります。

公的年金支給年齢の引き上げなどの緊縮策には労

働組合をはじめ各方面から反発がみえますが、テメル

政権が財政健全化を着々と進める場合には、海外投資

家の信認改善に寄与するとみられ、構造改革期待を背

景としたブラジルへの投資活発化を通じてブラジル・レ

アルを下支えすることが期待されます。

＜構造改革期待がレアルを下支え＞

通貨の推移
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※「分配金再投資基準価額」は、分配金（税引前）を分配時にファンドへ再投資したも
のとみなして計算しています。
※基準価額の計算において、運用管理費用（信託報酬）は控除しています（後述のファ
ンドの費用をご覧ください）。
※過去の実績を示したものであり、将来の成果を示唆・保障するものではありません。

＜運用のポイント＞

ブラジル国債利回りは主要な国と比べて高水準にあり、

魅力的な投資対象です。ブラジル国債を高位に組み入

れ、高い複利効果を得られるように運用しています。

また、金融緩和サイクルが続く想定のもと、修正デュ

レーションを長期化し、金利低下局面で収益を獲得で

きるポートフォリオを構築しています。

汚職捜査による国内政治の混乱や、グローバル市場

におけるリスク回避姿勢が強まった際には、適切に金利

リスクをコントロールして運用します。

以上

基準価額・純資産の推移

当初設定日（2008年11月13日）～2017年4月12日
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※1ページ目の「当資料のお取り扱いにおけるご注意」をよくお読みください。

りそな ブラジル・ソブリン・ファンド（年2回決算型）

ファンドの目的・特色

投資リスク

お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

 
ファンドの目的 
 

● ブラジル・レアル建債券に投資し、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざします。 
 
ファンドの特色 
 

1． ブラジル・レアル建債券に投資します。 
 金利や物価の動向、経済情勢や市場環境等を勘案し、ポートフォリオを構築します。 
 固定利付債および割引債の組入比率の合計を、信託財産の純資産総額の 50％程度以上とします。 
 投資する債券は、政府、政府関係機関、国際機関等が発行するものとします。 
 ブラジル・レアル建債券の運用については、イタウ・ウニバンコ銀行の運用部門であるイタウ・アセットマネジメ

ントの助言を受けます。 
2． 当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。 

・マザーファンドは、「ブラジル・ソブリン・マザーファンド」です。 
※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「ファンドの目的・特色」をご覧ください。 

 
 

 
● 当ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本が保証さ

れているものではなく、これを割込むことがあります。信託財産に生じた利益および損失は、すべて投資者に帰属し
ます。投資信託は預貯金とは異なります。基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。 

 
「公社債の価格変動（価格変動リスク・信用リスク）」、「為替変動リスク」、「カントリー・リスク」、「その他（解約申
込みに伴うリスク、税制に伴うリスク等）」 
※新興国には先進国とは異なる新興国市場のリスクなどがあります。 
※ 基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。 
※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「投資リスク」をご覧ください。 
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※1ページ目の「当資料のお取り扱いにおけるご注意」をよくお読みください。

りそな ブラジル・ソブリン・ファンド（年2回決算型）

お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

ファンドの費用
 

（注）「その他の費用・手数料」については、運用状況等により変動するため、事前に料率、上限額等を示すことが
できません。 

※ 購入時手数料について、くわしくは販売会社にお問合わせください。 
※ 手数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。 
※くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「手続・手数料等」をご覧ください。 

 

投資者が直接的に負担する費用 

 料率等 費用の内容 

購 入 時 手 数 料 
販売会社が別に定める率 

〈上限〉3.24％（税抜 3.0％） 
購入時の商品説明または商品情報の提供、投資情報の提
供、取引執行等の対価です。 

信託財産留保額 ありません。 — 

投資者が信託財産で間接的に負担する費用 

         料率等 費用の内容 

運 用 管 理 費 用 
（ 信 託 報 酬 ） 

年率 1.4472％ 
（税抜 1.34％） 

運用管理費用の総額は、毎日、信託財産の純資産総額に対
して左記の率を乗じて得た額とします。運用管理費用は、
毎計算期末または信託終了のときに信託財産中から支弁
します。 

その他の費用・ 
手 数 料 

（注） 

監査報酬、有価証券売買時の売買委託手数料、先物取引・
オプション取引等に要する費用、資産を外国で保管する場
合の費用等を信託財産でご負担いただきます。 
※ブラジル国内債券投資に伴い、ブラジル・レアルを取得
する為替取引に対しては金融取引税が課されます。なお、
平成 28 年 10 月末日現在、税率は 0％です。ブラジルに
おける当該関係法令等が改正された場合には、前記の取扱
いが変更されることがあります。 
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※1ページ目の「当資料のお取り扱いにおけるご注意」をよくお読みください。

マーケットレター

＜当資料に関連するレポート等のご紹介＞

動画

◆ブラジルマクロ経済 ～構造改革と利下げで経済環境見通しが改善するブラジル経済～（2017/1/16）

◆ブラジル債券市場 ～良好な投資環境が続くブラジル債券投資～（2017/1/16）

◆ブラジル株式市場 ～新政権による改革～（2017/1/13）

Weekly  Report

ブラジルが政策金利を0.75％ポイント引き下げ（2017/2/24）

ブラジルが政策金利を0.75％ポイント引き下げ（2017/1/12）

ブラジルの金融市場動向 （毎週更新）
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